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工学研究部 

工作をしているサークル 

→沢山の道具や部品、材料などを管理する 

 

- 3Dプリンター 
- フィラメント・プレート・スクレイバーetc… 

- PC周辺機器  
- USBキーボード、マウス 

- 消耗品 
- ティッシュ、キムワイプ、紙コップ 

- その他 
- ホウキ、各種USB、 



課題 

在庫数、備品の所在がわからない 

 
↓場所が分からない部員の様子 



課題の原因、現状 

- Wikiでは誰もつかわない 
- 部内のWikiシステムでは文書作成のみに特化している 

 

- 部室にものが多すぎて管理が大変 

- 場所表記、カテゴリー分けともに膨大な時間がかかる 





そこで... 

目的: 部室内の備品の場所や数を管理できるように

したい 

使用技術: Ruby on Rails 

ウェブアプリを作成し、部員が閲覧、編集できるよ

うにする 

 



       全体図 

登録画面 



物品検索 



画像から登録する様子 



中間レビューへの回答 

1. 他の部室、部屋への応用(主にiCCD無線部) 

- 使用している部室の図面やAIの設定方法の変更のため、仕様を更新する必要が
ある。 

1. わかりやすく使いやすい機能の導入 

- 今後実際に使ってみて機能を追加。容器や座標のデータが利用可能。 

1. 物の管理のためにセンサーによる入力などの自動化 

- “工学研究部室”では自動登録、カメラで検知等の拡張機能を実装可。 

- 他レビューと相反する。解消するにはハード、ソフトを兼ねた実装。 



今後 

● サーバーから接続し、データを共有する。 

- 部員間の共有のため 

● 使用している部室の図面やAIの設定方法の変更(回答1.より) 

● 画像入力の正確性向上 

- ex. 個数、座標、複数物品への対応 

● 自動化装置の作成(回答3.より) 

- 場所に応じた適切なセンサー、登録用カメラとデータの関係 

- 費用、実証実験 


